
  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 24.3 30.2 45.6 △ 21.3 35.5 26.6 37.9 △ 2.4 22.0 40.5 37.5 △ 15.5

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 18.9 47.3 33.7 △ 14.8 28.2 36.5 35.3 △ 7.1 20.4 44.9 34.7 △ 14.4

3 資 金 繰 り 9.2 69.3 21.5 △ 12.3 14.6 62.8 22.6 △ 7.9 9.8 67.5 22.7 △ 12.9

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 8.5 73.9 17.6 △ 9.2 9.8 70.6 19.6 △ 9.8 9.8 84.3 5.9 3.9

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 10.3 76.7 13.0 △ 2.7 12.3 76.7 11.0 1.4 8.9 80.1 11.0 △ 2.1

6 業 況 （ 自 社 ） 12.7 58.2 29.1 △ 16.4 23.0 49.1 27.9 △ 4.8 19.5 49.4 31.1 △ 11.6

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

出雲市全体　業種別景況（令和６年１月～令和６年３月期）

≪全　業　種≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

実施・計画 実施・計画

した していない

1 今 期 44.0 3.5 11.8 27.1 23.5 9.4 22.4 2.4 56.0

1.5 63.2

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 37.8 3.4 5.5 9 金 利 負 担 の 増 加 0.6 1.4 4.7

2 来 期 36.8 4.4 10.3 29.4 25.0 5.9 23.5

5.5

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 4.3 10.2 7.8 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.6 0.7 1.6

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 0.6 1.4 2.3 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.7

14.8

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 19.5 21.1 15.6 13 店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化 4.3 7.5 14.8

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 3.0 6.1 3.1 12 従 業 員 の 確 保 難 17.1 16.3

2.3

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 5.5 6.8 8.6 15 そ の 他 1.2 0.7 1.6

6 人 件 費 の 増 加 3.7 19.7 10.9 14 大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化 1.2 2.7

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.6 1.4 0.8



  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 45.8 45.8 8.3 37.5 29.2 41.7 29.2 0.0 12.5 45.8 41.7 △ 29.2

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 20.8 66.7 12.5 8.3 29.2 50.0 20.8 8.3 8.3 45.8 45.8 △ 37.5

3 資 金 繰 り 16.7 70.8 12.5 4.2 25.0 58.3 16.7 8.3 8.3 79.2 12.5 △ 4.2

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 16.7 70.8 12.5 4.2 16.7 58.3 25.0 △ 8.3 12.5 87.5 0.0 12.5

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 17.6 82.4 0.0 17.6 17.6 76.5 5.9 11.8 11.8 88.2 0.0 11.8

6 業 況 （ 自 社 ） 16.7 79.2 4.2 12.5 16.7 70.8 12.5 4.2 8.3 58.3 33.3 △ 25.0

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４．業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

5

新 規 参 入 業 者 の 増 加

人 件 費 の 増 加

材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇

0.0

45.8

単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難

材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難

0.0

6

2

3

4

10.5

した
実施・計画
していない

実施・計画

44.4 0.0 0.0

4.5金 利 負 担 の 増 加

経営上の問題点

0.0

16.756.3 11.1 5.6

経営上の問題点

0.0 55.6

43.80.027.827.8

2 41.7

Ⅱ　来期の見通し

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

≪建　設　業≫

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

Ⅰ　今期の状況

1 今 期 11.1

0.0 33.3

0.0 4.5

需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少1

25.0

10.50.0

来 期

10

11

9

12

代 金 回 収 の 悪 化0.0

0.0 事 業 資 金 の 借 入 難

店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化

大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化

商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰

0.0 0.0

従 業 員 の 確 保 難

0.0 40.9 15.8

13

14

0.0 0.0

0.0

15

0.0 0.0

そ の 他7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加

8

0.0

0.0 0.0 0.0

4.5 21.1

16.7 18.2 15.8 0.0

0.0 0.0 0.0

0.0 0.0

33.3 22.7 26.3

0.00.0

0.0 4.5

4.2



  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 11.4 28.6 60.0 △ 48.6 22.9 20.0 57.1 △ 34.3 20.0 42.9 37.1 △ 17.1

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 14.3 37.1 48.6 △ 34.3 14.3 28.6 57.1 △ 42.9 20.0 40.0 40.0 △ 20.0

3 資 金 繰 り 5.9 67.6 26.5 △ 20.6 5.9 55.9 38.2 △ 32.4 8.8 55.9 35.3 △ 26.5

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 4.2 75.0 20.8 △ 16.7 12.5 66.7 20.8 △ 8.3 8.3 87.5 4.2 4.2

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 9.1 75.8 15.2 △ 6.1 9.1 72.7 18.2 △ 9.1 12.1 75.8 12.1 0.0

6 業 況 （ 自 社 ） 8.8 38.2 52.9 △ 44.1 14.7 26.5 58.8 △ 44.1 17.6 38.2 44.1 △ 26.5

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４．業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

≪製　造　業≫

1 今 期 47.4 0.0 5.6 38.9 0.0 52.6

実施・計画 実施・計画
した していない

経営上の問題点 経営上の問題点

61.5

22.2 5.6 27.8

6.9

2 来 期 38.5 0.0 20.0 40.0 13.3 13.3 13.3 0.0

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 54.3 0.0 3.4 9 金 利 負 担 の 増 加 0.0 3.2

10.3

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 0.0 12.9 6.9 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 3.2 3.4

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 0.0 0.0 0.0 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.0

17.2

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 8.6 25.8 10.3 13 店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化 5.7 6.5 13.8

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 8.6 3.2 3.4 12 従 業 員 の 確 保 難 5.7 25.8

0.0

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 8.6 3.2 6.9 15 そ の 他 2.9 0.0 0.0

6 人 件 費 の 増 加 5.7 12.9 17.2 14 大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化 0.0 0.0

・期末決算にて例年は増産があったが今年はむしろ在庫調整をさせられた。
・業界的に鈍化傾向。新たな受注確保に向けた取組み強化が急務。仕入価格上昇と見越しを。価格転嫁の確実な取組み。
・２月、３月と一部野菜原料の高騰により出荷調整しました。
・電気代の負担が大きい
・車載向商品が多い為ダイハツ工業の生産停止影響有り
・物価高は、とても感じます。仕入の価格が現在も値上げしている。

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 3.2 0.0



  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 18.8 37.5 43.8 △ 25.0 50.0 31.3 18.8 31.3 25.0 50.0 25.0 0.0

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 25.0 56.3 18.8 6.3 31.3 43.8 25.0 6.3 25.0 50.0 25.0 0.0

3 資 金 繰 り 18.8 68.8 12.5 6.3 12.5 68.8 18.8 △ 6.3 6.3 81.3 12.5 △ 6.3

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 6.3 68.8 25.0 △ 18.8 12.5 62.5 25.0 △ 12.5 12.5 81.3 6.3 6.3

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 12.5 56.3 31.3 △ 18.8 18.8 68.8 12.5 6.3 12.5 62.5 25.0 △ 12.5

6 業 況 （ 自 社 ） 12.5 56.3 31.3 △ 18.8 25.0 56.3 18.8 6.3 25.0 43.8 31.3 △ 6.3

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４．業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

実施・計画 実施・計画
した していない

≪卸　売　業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

2 来 期 25.0 0.0 25.0

1 今 期 6.7 0.0 100.0

0.0 50.0 0.0 25.0 0.0 75.0

0.0 0.0 0.0 0.0 93.30.0

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 40.0 0.0 0.0 9 金 利 負 担 の 増 加 0.0 0.0 0.0

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 0.0 0.0 0.0 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.0 25.0

8.3

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 0.0 7.7 8.3 12 従 業 員 の 確 保 難 6.7 15.4 8.3

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 0.0 7.7 0.0 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 0.0

0.0

6 人 件 費 の 増 加 0.0 38.5 8.3 14 大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化 0.0 0.0 0.0

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 26.7 23.1 16.7 13 店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化 0.0 0.0

0.0

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 6.7 0.0 8.3

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 20.0 7.7 16.7 15 そ の 他 0.0 0.0

・集合教育、イベントの開催ができるようになり動きが活発化してきている。
・得意先を失いたくないので、自然と価格を安くしてます　とにかく逃したら、もう取引を再開する事はむつかしい
・全体的にコロナ前の状況に回復



  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 31.3 22.9 45.8 △ 14.6 31.3 25.0 43.8 △ 12.5 10.6 34.0 55.3 △ 44.7

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 23.4 42.6 34.0 △ 10.6 22.9 35.4 41.7 △ 18.8 6.7 48.9 44.4 △ 37.8

3 資 金 繰 り 6.5 67.4 26.1 △ 19.6 10.6 68.1 21.3 △ 10.6 4.3 71.7 23.9 △ 19.6

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 4.3 78.3 17.4 △ 13.0 6.5 73.9 19.6 △ 13.0 8.7 84.8 6.5 2.2

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 10.4 72.9 16.7 △ 6.3 14.6 75.0 10.4 4.2 4.3 80.9 14.9 △ 10.6

6 業 況 （ 自 社 ） 10.6 61.7 27.7 △ 17.0 21.3 46.8 31.9 △ 10.6 8.7 56.5 34.8 △ 26.1

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４．業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

実施・計画 実施・計画
した していない

≪小　売　業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

2 来 期 35.8 10.5 0.0

1 今 期 52.7 3.4 10.3

31.6 15.8 5.3 31.6 5.3 64.2

24.1 10.3 24.1 3.4 47.324.1

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 39.1 4.8 5.3 9 金 利 負 担 の 増 加 0.0 0.0 2.6

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 2.2 4.8 5.3 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 2.4 2.6

0.0

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 2.2 11.9 2.6 12 従 業 員 の 確 保 難 17.4 14.3 5.3

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 4.3 14.3 7.9 11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 0.0

そ の 他

9.5

2.2 7.1 28.9

6 人 件 費 の 増 加 0.0 11.9 10.5 14

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 21.7 9.5 21.1 13 店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化

2.2 2.4 0.0

大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化 5.3

・紙ばい体の今後の発展はあまり期待できないため、事業としていつまで続けられるか、今後も慎重に見極めていきたい
・洋服も仕入価格が上がっている。客数はやや減っているが、売上は買い上げ点数が減っているので前年割れとなる。ポイント５倍の月に買うなど消費マインドは昨年より悪化
・まだまだ原材料の値上げなどが続いており、商品の値上げもなかなか頻繁には難しく厳しい。
・為替（円安）の影響で仕入れ価格が上昇し、価格も毎月のように売価変更に
・コロナ禍の終息の兆しが見えはじめ、昨年よりも受注数が増えてきました。
・原材料・人件費・燃料費が日々高騰し、商品の値上げを検討している。
・婦人の外出する機会が少ない為、おしゃれする場が無い
・お客様高齢になりコロナ後、外出しないことに慣れて外出しない。洋品の必要性が減少している。
・お客様の高齢化でコロナの影響もあり、お出かけの機会が減り客足が遠のいています。バーゲン時には多少良いのですが・・・
・新製品の美容液が好評。伸代はまだあるが、手を回すことができず残念
・売れにくくなった
・運送費等増

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 0.0 0.0

4.3

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 4.3 7.1 2.6 15



  

１．売上・採算・資金繰り等の状況 （％）

↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I ↑ ― ↓ D・I

1 売 上 （ 完 成 工 事 ・ 出 荷 ） 額 17.4 28.3 54.3 △ 37.0 47.8 23.9 28.3 19.6 39.1 39.1 21.7 17.4

2 採 算 （ 経 常 利 益 ） 14.9 46.8 38.3 △ 23.4 42.6 34.0 23.4 19.1 38.3 42.6 19.1 19.1

3 資 金 繰 り 7.0 72.1 20.9 △ 14.0 20.9 62.8 16.3 4.7 18.6 60.5 20.9 △ 2.3

4 従 業 員 （ 含 臨 時 ・ パ ー ト ） 11.6 72.1 16.3 △ 4.7 7.0 79.1 14.0 △ 7.0 9.3 81.4 9.3 0.0

5 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 6.3 90.6 3.1 3.1 6.3 87.5 6.3 0.0 9.1 87.9 3.0 6.1

6 業 況 （ 自 社 ） 15.9 59.1 25.0 △ 9.1 34.1 54.5 11.4 22.7 36.4 47.7 15.9 20.5

注） 　↑ 増加・上昇・好転     ― 不変　  　↓ 減少・低下・悪化

２．新規設備投資 （％）

土地 建物 機械・備品 車両運搬具 付帯施設 0A機器 その他

３．経営上の問題点 （％）

１位 ２位 ３位 １位 ２位 ３位

注） 各項目の数値は四捨五入しているため、計の数字が合わない場合があります。

４．業界内のトピック（調査対象事業所からの意見等）

≪サービス業≫

Ⅰ　今期の状況 Ⅱ　来期の見通し

前期(令和5年10月～12月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

前年同期(令和5年1月～3月期)と比べた
今期(令和6年1月～3月期)の状況

21.1 10.5 10.5

今期(令和6年1月～3月期)と比べた
来期(令和6年4月～6月期)の見通し

実施・計画 実施・計画

した していない

経営上の問題点 経営上の問題点

1 需 要 の 停 滞 、 受 注 減 少 18.2 7.7 6.7

5.3 64.2

2 来 期 36.0 5.6 16.7 27.8 27.8 5.6

1 今 期 35.8 0.0 31.621.1

16.7

9 金 利 負 担 の 増 加 2.3 0.0 10.0

2 新 規 参 入 業 者 の 増 加 0.0 0.0 3.3 10 代 金 回 収 の 悪 化 0.0 0.0

11 事 業 資 金 の 借 入 難 0.0 0.0 0.0

4 材 料 （ 原 材 料 ） 等 の 入 手 難 2.3 2.6 3.3

3 単 価 の 低 下 ・ 上 昇 難 11.4 10.3 10.0

8 商 品 （ 製 品 ） 在 庫 の 過 剰 0.0 2.6 0.0

7 仕 入 ・ 人 件 費 以 外 の 経 費 の 増 加 2.3 10.3 6.7 15

12 従 業 員 の 確 保 難 20.5 7.7

6 人 件 費 の 増 加 9.1 15.4 3.3 14 大 企 業 （ 大 型 店 ） 進 出 に よ る 競 争 の 激 化

5 材 料 （ 原 材 料 ） 等 仕 入 価 格 の 上 昇 25.0 30.8 13.3 12.813

0.0 64.0

6.7

9.1

0.0 0.0

0.0 0.0

そ の 他

店 舗 ・ 機 械 ・ 備 品 等 設 備 の 老 朽 化

3.3

0.0

20.0

13.3

・３月はいままでにない程におちこみでした。物価の影響が？４月初めは好スタートをきっています。
　このままキープしたいです。
・原材料の値上げが痛い
・宿泊は好調。一般宴会はコロナ前の80％まで回復。
・カード払いを問われることが多くなった。
・大型店（低料金のお店が増加）
・円安のため材料費高騰
・個々のイベントが増えて、お客の来店サイクルが短くなり、来店回数が増えた。


